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本
学
副
学
長
川
川
上
持
久
男
教
授
は
、
去

一
宮
后
両
陛
下
か
ら
御
詞
を
賜
っ
た
。
法
上

る
五
月
十
日
、
首
相
官
邸
に
お
い
て
荒
木

一
教
佼
の
今
回
の
同
章
受
領
は
、
昭
和
三
十

文
部
大
臣
よ
り
名
将
あ
る
鑑
綬
袋
章
を
授

一
三
年
五
月
前
奥
村
名
誉
学
長
に
つ
つ
く
本

領
、
引
つ
づ
い
て
宮
中
に
参
内
、
天
皇
、

一
学
教
授
と
し
て
第
二
人
目
で
あ
り
、
そ
の

笈
章
の
ー
払

議

ム
喜

久
案

。
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慶
び
は
、
ひ
と
り
教
佼
御
自
身
の
も
の
だ

け
で
な
く
、
本
学
の
誇
で
も
あ
り
ま
す
。

同
窓
会
と
し
て
は
、
こ
の
何
度
事
を
会
員

各
位
と
ん
に
祝
う
べ
く
、
U
T
速
去
る
十
三

u午
後
七
時
よ
り
阿
校
新
館
ク
ラ
ブ
室
に

て
グ
溝
上
教
筏
盤
綬
袋
章
受
章
祝
賀
会
d

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
福
島
学
長
を
は
じ

め
歯
科
界
同
窓
約
百
名
近
く
が
参
集
、
ク

ラ
ブ
宝
せ
ま
し
と
ば
か
り
祝
賀
の
宴
を
ひ

ろ
げ
、学
長
、優
本
同
窓
会
名
誉
会
頭
、
入

江
東
京
都
歯
科
医
師
会
長
、
五
十
嵐
日
本

的
科
医
師
会
理
事
、
平
林
父
兄
会
長
、
級

ぷ
本
原
氏
、
矢
崎
同
窓
会
長
の
諸
同
窓
か

り
祝
日
が
あ
り
、
民
に
同
窓
会
か
ら
受
輩

記
念
と
し
て
屯
気
ス
タ
ン
ド
一
法
が
矢
崎

会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
対
し

た後章口わグ H寺最し感、力れ鴻
こに受にれ磁尚近後た激に 、上
と 、章はる章 、くにいをよ今教
は再祝 、もの消宴鴻旨今つ回授
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盲
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御

本L

曳
今
回
母
校
溝
上
喜
久
男
教
授
の
蛇
綬
褒
章
受
賞
祝
賀
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
何
か
と
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
り
ま

せ
ず
、
多
数
会
員
諸
氏
の
御
参
会
を
え
ま
し
て
、
誠
に
石
難
く

厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

御
蔭
さ
ま
で
、
路
大
な
祝
賀
の
会
を
行
い
え
ま
し
た
こ
と
を

主
催
者
と
致
し
ま
し
て
深
く
皮
ぶ
と
共
に
、
御
参
会
の
各
位
に

厚
く
感
謝
致
し
て
お
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
六
月
二
十
日

東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
長

矢

崎

正

方

参
加
会
員
各
位
殿
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昨
年
十
日
月
御
手
許
へ
九
類
を
も
っ
て
御

願
い
山
中
し
上
げ
ま
し
た
本
学
学
債
は
、
爾

来
逐
次
御
協
力
を
賜
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
現
在
左
記
の
一
辺
り
の
成
制
な
の
で
、

所
則
の
什
州
を
光
逐
い
た
し
ま
す
た
め
に

は
、
円
必
非
共
各
位
の
一
層
の
御
文
俊
を
賜

わ
り
伎
く
、
什
ロ
に
交
め
て
御
似
い
中
し
上

げ
る
次
附
主
で
あ
り
ま
す
。

バい

一
、
バ
ナ
依
募
集
成
紙
戸
一↑一比一年吋
一川
十
本
引
在
)

付
中
込
総
制
七
一一、じ引
口
、0
0
0

円
(
同
一
一
八
人
)

付
此
払
込
総
額

一二(
、同
吾
、ω
c
c
円
(
一↑一吉
一
人

J

同
初
年
低
利
子
仏
制

二
(
h

八
、八
じ
じ
円
主
人
分
の
別
)

二
、
学
債
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
事
糸

(
附
和
一一
十
五
年
脱
水
支
払
済
分
)

1
市
川
一
州
院
般
地
目
以

ニ
ニ
、宗
o
d

R
O

円(一

、五一
O
M
町
)

2
市
川
病
院
仮
診
療
本
県
の
他
的
改
築

六
件
一
九
二
四
八
、四
二七円

前

築

二

四

九

・
二
六
坪

改
築
一
八
五
川
町

三
、
当
初
計
的
工
事
の
内
、
現
在
予
定
さ

れ
て
い
る
工
事

t

-
口
腔
衛
生
学
教
門
主
新
設
と
そ
れ
に
伴

う
諸
則
改
築
工
事

九
、
五

O
O、
0
0
0円

(解
剖
別
館
に
あ
る
小
動
物
飼
育
室

を
本
館
屋
上
に
新
築
移
転
し
、
そ

の
後
を
研
究
室
に
充
当
)

2
市
川
病
院
旧
病
棟
取
殺
工
事

1
0
0
、
O
O
O円
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取
間
以
三
八
八

・
八
伴

四
、
今
後
の
募
集
に
つ
い
て

-
第
一
次
分
、
即
ち
昭
和
三
十
九
年
末

償
還
の
六
守
刀
円
は
既
に
応
募
済
に

つ
きma次

分
、
即
ち
附
和
問
十
年
五
川

末
日
掛
川
避
の
じ
イ
万
円

第
七
次
分
、
即
ち
附
和
川
十

一
年

μ

川
ト
ボ

U
的
泣
の
ヒ

f
万
円

を
募
集
小
で
あ
り
ま
す
。
利
子
は
御

弘
込
の
第

一
年
川
は
、
御
h
L
込
の
円

よ
り
バ
リ
三

i
一
日
ま
で
の
分
を

H

初
計
算
い
た
し
ま
す
。

2
募
集
に
は
州
限
を
つ
け
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
仕
が
を
す
す
め
て
い
く
関
係

上
、
な
る
べ
く

V
H
に
御
応
募
臥
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

3
川
窓
会
の
支
部
を
通
じ
て
御
願
い
す

る
が
は
あ
り
ま
す
が
、
別
当
等
は
巧

え
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
名
位
に
お

か
れ
て
は
、
御
'リ
巾
な
御
怠
忘
に
よ

っ
て
御
応
募
願
い
ま
す
。

4
第
二
次
と
第
三
次
の
限
界
は
、
第
二

次
の
七

T
万
円
が
満
了
し
た
と
き
と

欽
し
ま
す
。

五
、
市
川
病
院
改
築
今
後
の
計
酬
に
就
て

既
に
地
質
の
検
査
も
す
み
、
敷
地
共
他

準
備
条
件
処
理
の
数
々
も
逐
次
す
す
ん

で
お
り
ま
す
の
で
、
愈
々
旧
病
棟
の
取

致
し
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

工
事
は
或
る
山
何
度
資
金
の
円
鼻
が
つ
き

次
第
着
手
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
何
分
の
御
支
援
を
重
ね
て
御
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
六
月
二
十
二
日

副

学

長

就

任

挨

拶

去
る
三
月
福

島
学
長
は
再
選

就
任
に
当
り
、

新
構
想
の
も
と

に
新
年
度
に
期

し
、
機
構
の
改

革
、
人
事
の
刷
新
を
行
な
わ
れ
新
た
に
副

学
長
及
び
学
監
の
職
が
置
か
れ
た
。
こ
の

異
動
に
よ
り
、
私
も
東
京
謝
料
大
学
病
院

長
の
職
を
解
か
れ
て
副
学
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
各
部
門
に
於
け
る
新
機
一
転
し

た
人
悦

4

大
兵
助
は
、
本
学
発
展
の
た
め
意

義
あ
る
事
と
誠
に
#
ば
し
き
次
第
で
あ
り

ま
す
。

両
日
日

t
-
、

。
ゴ
日
二
一
川
凶
」

A

に
じ
寸
1
4し
い
己
コ

駈
2
1
十
日
川
下
々

二
」

lv山
叶
寸
バ
I
叶
叶

U
ノ
ノ
川
-U

後
を
交
け
て
病
院
長
に
就
任
以
来
十
二
年

溝

上

男

喜

久

の
長
期
に
げ
る
歳
月
は
、
校
舎
の
改
造
、

設
備
の
拡
充
、
大
学
院
の
設
置
、
病
院
の

前
築
或
は
寄
附
金
募
集
等
が
あ
り
、
本
学

と
し
て
は
実
に
悲
再
交
々
多
難
の
秋
で
あ

り
ま
し
た
。
在
任
中
大
過
な
く
責
務
を
果

し
得
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
偏
に
学
長
始

め
学
内
教
職

μ並
び
に
同
窓
各
位
御
協
力

御
支
冊
以
の
賜
物
と
衷
心
よ
り
感
謝
に
恥
え

な
い
次
品
別
で
あ
り
ま
す
。

此
度
、
副
学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

が
、
幸
に
し
て
頗
る
州
出
版
で
あ
り
ま
す
の

で
、
微
力
な
が
ら
本
学
発
日
以
の
為
白
か
ら

鞭
打
っ
て
労
力
す
る
党
悟
で
あ
り
ま
す

O

A
f
徐
山
ハ
何
分
名
位
の
一
層
の
御
指
導
御
支

援
の
程
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

副

学

長

就

任

所

感

幹
い
お
の
方
か

ら
母
校
の
此
皮

の
人
事
に
つ
い

て
私
が
副
学
長

に
就
任
し
た
感

想
と
か
、
抱
負

と
か
を
令
官
く
よ
う
に
、
と
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。

私
と
し
て
は
別
に
感
想
も
な
し

抱
負
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
無
味
乾
燥
な

お
符
え
し
か
山
来
ま
せ
ん
と
云
う
御
了
解

の
も
と
に
一
筆
認
め
ま
す
。

副
学
長
は
学
長
を
補
佐
し
、
学
長
事
故

あ
る
時
は
こ
れ
に
代
る
、
と
い
う
事
が
一

般
の
定
義
だ
と
私
は
心
得
て
を
り
ま
す
。

J百

-
己
決
、

evod 

--

久

こ
ん
ど
の
場
介
も
こ
の
他
に
特
に
お
役
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
う
で
す
。

私
が
従
来
や
っ
て
来
た
病
院
に
お
け
る

矯
正
部
長
の
お
役
を
山
本
教
授
に
パ

ト
ン

を
お
渡
し
て
、
自
分
は
患
者
の
治
療
か
ら

一
歩
退
き
今
後
は
専
ら
従
来
の
大
学
及
び

大
学
院
の
講
義
を
続
け
て
ゆ
き
、
今
ま
で

の
大
学
院
研
究
科
学
生
の
研
究
の
お
手
伝

を
更
に
強
化
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

副
学
長
に
な
っ
た
か
ら
特
別
に
学
校
の

発
展
に
急
に
力
を
向
け
、
学
長
を
補
佐
す

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
今
迄
に
も
絶

え
ず
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
今
後
は
そ
れ
が
主
た
る
任

務
に
な

っ
た
の
で
、
こ
の
点
元
の
矯
正
部

長
よ
り
一
一
層
責
任
が
重
く
な
り
ま
し
た
。

副
学
長
の
も
う
一
つ
の
役
目
は
、
学
長

に
事
政
あ
る
時
に

は
こ
れ
に
代

っ
て
仕
事

を
す
る
わ
け
で
す
が
、
利
引
況
に
お
い
て
学

長
の
仕
事
が
非
常
に
多
い
事
は
同
窓
の
皆

さ
ん
の
御
広
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
水

道
橋
の
陣
容
並
び
に
諸
設
備
は
同
窓
皆
さ

ん
の
お
蔭
で
感
謝
の
う
ち
に
一
応
盤
い
ま

し
た
が
、
只
今
尚
、
市
川
病
院
の
改
増
築
、

奥
村
先
生
を
記
念
し
て
の
口
腔
衛
生
学
教

室
の
建
設
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
研
究
宅
の
新

設
又
は
術
生
と
学
校
の
改
泊
設
等
々
近
年

に
な
い
忙
し
さ
で
あ
る
の
で
、
学
長
は
体

が
淡
つ
あ
っ
て
も
足
り
な
い
れ
の
事
業
を

仰
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

忙
し
い
問
問
中
は
特
に
待
機
の
姿
勢
で
い

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
二
年
か
同

年
後
に
は
こ
れ
叩
J

の
仕
事
が
完
成
し
て
一

段
絞
っ
き
、

一
服
す
る
時
期
が
来
る
が
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
が
大
正
三
年
、
今
か

ら
同
じ
年
前
に
学
生
と
し
て
始
め
て
臨
床

に
出
て
、
忠
才
引
を
治
療
し
た
そ
の
時
の
状

況
と
、
今
日
の
臨
床
状
況
と
を
あ
れ
こ
れ

と
比
較
し
て
思
い
出
し
て
見
る
と
、
ん上く

感
無
匙
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
今
の
保

存
、
補
綴
、
外
科
、
橋
正
は
半
叶
一
紀
前
に

は
名
前
も
変
っ
て
い
る
し
、
内
科
も
変
っ

て
い
て
、
よ
く
も
こ
こ
ま
で
辿
り
米
た
な

と
思
う
事
も
あ
り
ま
す
。
学
問
の
が
だ
か

ら
こ
れ
で
よ
い
と
い
う
時
期
は
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
か
ら
が
本
虫
の
研
究

時
代
に
入
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

悩
科
学
が
科
学
の
軌
道
に
乗
り
始
め
た
今

日
、
こ
れ
か
ら
教
育
内
容
と
設
備
充
実
と

が
威
力
を
発
相
伴
し
て
来
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
だ
ま
だ
科
学
的
に
解
ら
な

い
こ
と
が
沢
山
に
あ
る
筈
で
す
。
こ
の
こ

と
を
思
う
時
、
母
校
の
学
問
の
発
展
が
如

何
に
歯
科
界
に
必
要
で
あ
る
か
を
痛
切
に

感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
員
の

母
校
後
援
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
母
校
の
過

去
も
あ
り
、
現
在
も
り
、
そ
し
て
将
米
も

亦
益
々
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
即
時
信
し
て

い
ま
す
。
自
分
が
今
日
と
な
っ
て
、
過
ぎ

し
半
世
紀
を
回
顧
し
て
非
常
に
力
強
く
、

且
つ
楽
し
く
岡
山
っ
て
い
る
次
第
で
す
。
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しの中て刑年 たうでう還工し学 で倍とくにりてに至わ決
た充最いは前さ次かあ等っ事たの前御 I ~j も過よま児は上けし
い実もる築 か て 第 今りとた)。一任附のにしっすを従命でて
とに貧ののらぷで日まはのをも段期い御 、得 て 。こわ令は望
思よ弱で売j ~.十 111 あまし夢で術!と 階 '1'ま支今ま 、 幸しなとあん

つなあ手 l厄1"" りでたにあ予もをにす按 l可し前にてけもりで
てて同り並中ぶまのが も っ 伝 と l市|は υ をのた任'手術Iれ い ま ま
い歯病まにで 1しす経 、)j-てい私す大 願 就 '，j，期|付づlばうせた
る芋院し先ぁ想。過迎え 、すはる，} つ任を中タトスなベんこ
の塾のて成つ戸 を命て ~f' るこ大院 てに:菜 、のけらき。の
で育改 、をた ;i 見と い 長 た の 仕 悠 止 当く大御しな教我重
あの築本先市 、 る qJなのめ仕事設 ま り感し支たい綬々職
り完及学ず 川 か にしか職に事がと なま謝た持次の会とにとしにつ長
ま壁びの 心病ね い ま つ に 母 ( あ い いしす過御第でのしつしたなくの再
てを 内 施が院て たしたつ校建りう 次てるも継で 、決ていて。りこ職び
'期容 設けの数 つよのこに築ま本 第 、とな縫あ敢議はたは私まとに学

みこ がたびついわ いらるのて為日イり
す絡 募会 〉 まのどある豆もうれーるのと事いめ進ソま尚
。致 尚 集受前 7 せ期うる次職の・nて介次 FIは総るに月トす

( し 、人講号 官 "" { x んもかの ~~r~ にがを 、 の第牒思てのは歩 | 故水
目 、 補員申に き望 : 0 11皆でとつあ忠光燥でにいがで 、のプ奥道
程 万綴 、込お ー ー と しさあ 、 くりうす~(流あ近ま今あ幾科研村橋
、全学 科 はい ζ × 得んリ応とま II!J あ人りずせ同り多学究先胞

科 の Jえ 11 、て 甘百 三 まのま政いす 、るにま き んのまのの京生設
目 準 び Jえ六非 同 1 ~ す術jす f舟う。ひ母 fか す た が イモし設進等の ιl'
等 備矯び月集 :: x 総椴。忠 こ まし校し。い 、J明て備歩々 11己に
は の J卜.そ末し ー 〉 υJ縫 bことしひにか と少 "1'、がにの念、予
第 も学の日ま 言再 ! fこに たはてし迎つ 心 し に 勿 安 お 新 教 定
七 と へ諦迄し ~ x 阪iよ え分やとりた をで先論求く設宅さ
十 にの習で た ご っつ ざに今胸得 4ム砕も成こせれな他れ
九 、御内あ本 軍~ ( てて る過日をたが いこされらなど 、て
号 充 ~IJ 容り il': 同 f 止 、 時ぎ rJJ打と救 てれれられい 、アお

i震Z交E3詩 人 i復 か小引受然病長 dそとを休き 1LL-. 
~ 講の包が校 主主 5とJ}! ，1，'/途きけと院を 院 の い 合 な 受 は で

出!各等 、:9f.・ 5 J1H .!;t肢と1"受持しとやの主うめにけ学も
の位は多ぴ '0 'J，: I!kiし端けって縁め副な面てをし監お
実 に at少に うお 科 て な し て 保 が さ院 l械で学すまとた
をは報巡同 〉の 大 い {1:たお存七JJせ 長 務 、務るしいす
あ 別 の;It祭 ::: JlI!予 る 'Hもりのれて 、と:主主 ー役たうけ
げ に 如 て会 ミWt(iとしのま ・た頂仰な長切柄。 I械で
る直くも:f~ ζ の ーこかのす日わき科つを 、かさにき
予接で号係 〈も同ろで 、のでけま術て flfiまうてつれ
定紛lあ舟の ミと窓でき今であでし生い佐たい 、くば
で目りけ夏 5、各すずの 、りはた士ます人う学こと烏おな休に
あをまま期 〉学位。 、と予 、なが学する引と雌と忠学 忙 い養.iJl日
リ 御すす講 〉長の いこ I伝説く 、校。のの 、とをつ長しほのわ夜
ま述。 。 習 2は御 さろを義 、まの私が処教はおてをいどiI限れおl

_-'.. .じ支 さ 、おも依だ校は 、Fft務 ー ゴ|、 少福にも 、務

のれう年て業し院か足同日の来がに光 山 aムーーづ り者病発め
努 てで遼か生まがらの窓のな巴本来栄 ，.輔、1. . ~ まが院展学
力 おも歴らがし設も こ 各発みに心しで E 皐 ':1 し四 、に 内
をりあをも出た置うと位展なヒで得あ J 事例必賓 1 古 た百進発教
致 ま り 迎 う来。さ 十 とにをみ十御るり 十町三宮 f 東 t 。名 学展 職
しす ま え 三ま来れ五存 お 見 な 年 座 や ま A づ蜜 語 古 iそを課を員
度 のす;ま十す年て年じかたらのい否す ~、平Zム 2 刀、 iし 越 程重全
い て ν し八。三かにま れ わ ぬ 燃 ま や が ・III'"11~ 指 iてすをね体
と ・おた年私月らもすてけ御史すを 、・・邑為E・・ 間 i 、と合
思微蔭。余はに満な。もで尽を。心こ _ .冨冒園園圃 木斗 i今い め 現 努

つ力 で忠』こ本は三り大さあ力有本町の誠ら院で年 斗~ l日うて在 力
て な健え も学大年ま学ぞりにし学し重;にれ院私四 11(-1 ^ ， ~ ま大 、 でに
いが康ばなに学をすにか まよ 、はて立身ま長は片平11 I学 iで枇有はよ
まらに夢り勤院経。なししり討f創いをにしを本一 三 す- ~ 、市給 、っ
て 一 恵 の 、務の過大 つ 御 て 、先立る満余た命学口 卜 病 iこに勤市て
'層ま よ昨し卒致学て満 、今輩以の)(る。ぜ病附/、 ;日 iれ な 務 川

一 阿鼻~ - ~ - ，;:-

t男革法供奇会す J22夫;主義史需要Z本 |涜 jz zzt警努五セ事5
3寝台望，tZ童手ら出塁ztlj、著芝草堤 qz 大 長 j。翌22言葉22ヵ:;

W 健次援掛る重。述床しの旬学 位 教 保副州 . !乙 i 援忠よりへ 、ま 私り
を第がけこ し何絡協て指週生が授長 存 院 院 Jト ! をう Zのの福 し に さ

何日喜一持雲23321え言葉景 lそ 就 j-522献な?を
ま邸てり心 力 す に を を H1=1導ぞ射景 柿 J兄 任 j 十こでけ尽の長私すき
す い は ま 得一るす凶期 jf，:に教れ紘教関綴存 情 し{ おあえしたをはまた

1 3 232手:3矢ZE話EZド禁裏お て !?;fK22ZZ宮
御。目 、精る 、う病と病長当門 矯 j談 、市IJ .訓 。 すす二と 、けのつ学
願何的同進 こ お努院と院会つに三疋教北と II"J る。 τ思 白 て 職 き 長
い卒を窓致と互めスものをて '1'崎市校中lな 次持主い分 、にりお
い {汗達各しがのてタにi!l!I)l-Jお心主小長 、Jj持つ 第緑色iまの母つわ 御
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士
山

村

氏

起

祈か及真 本へがで剖有製 年有n三三 十老志
るに び珠葬はセ多氏学しに同まと勺二年い四衰村元
。 行関 院儀あルくの教ては氏でしか母弓才の 東
な 係にはま口 、手室お特は到Jてら校ま ω た起京
わ縁てノ，りイ特に保ら有 j鮮務 、は に で め氏歯
れ者福月にドにな存れの行IJさ同 wr.就も タヒは科
た多 r.:j二もを血るの 、技 454れ三 nl]織な 去 、大
。数 7' 十ヰイ注 1~; も標現能本 た十"?さく せ 去 学

説参長一名入系の本解を作。二枚れぷ らる解
んダIJ初日でし圃脚"ーー一ーー叫山 ぜ 三Jて村 jl h:百IJ
でのめ文あた 官~崎炉凡 に 以 氏 た月三?
御う何京る美:rr ~ 明、 お後(立 。三事〈
"，(え校区。事 l'B;;L;:;. " い 、大 手十京
福厳教表 な ι、掴圃島両立『時 て 11(1lF 年一介
をそ股町 様~ -与量lL_，' 介不11-1- 八日 柿

終
了
後
各
学
年
主
任
と
父
兄
と
の
面
接
が

行
な
わ
れ
た
。

〈〉

人
事

休
職ゴ

H
木
英
火
助
手
(
補
綴
)

J

ハ
・
一

ア
メ
リ
カ
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ

!
大
学

留
学
の
た
め

一
副
手
採
川
取
消

根
本
良
一
(
生
理
)
辞
退

加
藤
克
之
(
口
外
)

長
谷
川
孝
義
(
衛
生
)

大
学
院
入
学
の
た
め

第
二
別
料
探
川
(
五

・
二

千
葉
山
火
州
(
巾
川
病
院
制
料
)

逝

去

す士

山

村

起

略

歴

生
年
月
日
明
治
十

一
年
」
l

二
月
六

円
H

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保

町

一
日
六
二
の
一
帯
地

京
ぷ
都
文
京
区
本
郷
元
町

二
J

H
七
番
地

明
治
二
|
五
年
三
川

東
京
都
中

央
区
築
地

文
海
小
学

校
卒
業

明
治
三

十

一

年

中

野
鉄
道
大

隊
入
営

本
籍

現
f七
m 

大
正
凶
年
依
願
免
官

大
』
十
三
年
間
月
東
京
前
科
際
学

w門
学
校
守
衛

昭
和
三
年
内
川

同
校
解
剖
学
教
室

勤
務

昭
和
十
年
六
月
同
校
解
剖
学
教
京

介
附

昭
和
三
十
二
年
三
月

同
校
退
職

お願い

岡

治

道

隈

部

英

雄

両

先

生

と

東

歯

大

現
在
で
は
、
結
絞
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
集
一
衛
生
管
理
所
に
顧
問
と
し
て
御
勤
め
に
な

団
検
診
は
常
識
的
に
な
っ
て
お
り
、
人
々

一
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
京
大
病
烈
学
教
段
時

は
自
ら
進
ん
で
検
診
を
受
け
て
健
康
保
持
一
代
に
は
学
位
論
文
で
御
世
話
に
な
っ
た
東

に
努
め
て
い
る
が
、
昭
和
十
年
頃
迄
は
、

一
歯
同
窓
生
も
少
く
な
い
。
隈
部
先
生
は
岡

全
く
結
核
の
集
団
検
診
は
放
置
さ
れ
て
お

一
先
生
の
蔭
の
人
と
な
り
、
こ
の
引
業
に
尽

っ
た
。
日
本
の
各
家
挺
で
、
結
核
が
一
人

一カ
さ
れ
、
什
初
級
予
防
会
の
専
務
理
事
研
究

出
る
と
、
感
染
者
が
続
山
し
て
不
幸
の
結

一
部
長
と
し
て
永
年
御
勤
務
さ
れ
た
が
、
本

来
を
見
た
の
は
少
く
な
い
。
特
に
禅
門
学
年
初
め
に
退
任
さ
れ
、
研
究
所
胤
問
と
な

校
、
大
学
の
学
生
が
際
忠
し
て
休
学
、
死

り

、
現
有
は
社
会
保
険
審
査
会
委
員
と
な

亡
し
、
卒
業
後
数
作
に
し
て
再
起
不
能
に
り
、
御
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

な
っ
た
例
は
少
く
な
い
。

一

問
先
生
に
は
、
去
る
一
古
川
一
一
日
に
門
下

前
学
長
奥
村
鶴
士
口
先
生
は
、
学
生
の
総

K
に
よ
り
、
古
稀
の
祝
賀
会
が
盛
大
こ
佳

康
管
理
に
常
に
意
を
注
が
れ
、
昭
和
の
初
一
さ
れ
、
限
部
先
生
に
は
、
門
下
生
に
よ
り

め
頃
よ
り
、
学
生
が
結
核
の
疑
が
あ
れ
ば
一
今
後
の
御
活
躍
を
念
願
し
て
限
部
記
念
会

東
京
市
療
養
所

(江
古
田
)
に
岡
先
生
を

一
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

訪
ね
さ
せ
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
診
査
を
受
け
て

一

東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
会
員
中
、
両
先

療
養
方
法
の
指
導
を
受
け
さ
せ
て
お
り
ま

一生
に
御
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
御
願
い
致

し
た
が
、
昭
和
七
年
よ
り
問
先
生
に
学
校

一
し
皮
い
が
は
、
感
刈
の
怠
味
を
以
っ
て
、

に
お
い
て
学
生
に
紡
核
の
誠
訴
を
御
願
い

一一問
先
生
に
別
々
に

一
円
金
五
百
円
と
し
て

し
て
啓
発
に
つ
と
め
ら
れ
、
昭
和
十
年
よ

一贈
呈
致
し
皮
く
存
じ
ま
す
の
で
、
御
賛
川

り
学
生
に
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
集
団
検
診
で
早

一
の
方
は
岡
先
生
分
、
れ
山
引
は
限
部
先
生
分
と

期
発
見
、
早
期
治
療
を
企
劃
さ
れ
、
問
、

一
し
て
、
七
月
二
十
日
迄
に
私
宛
御
送
金
を

隈
部
、
太
回
、
相
沢
の
諸
先
生
の
御
骨
折

一御
願
い
し
て
、
両
先
生
に
耐
閉
山
者
氏
名
を

り
で
、
春
秋
二
回
に
実
施
せ
ら
れ
、
数
々
一
連
記
し
て
聞
出
致
し
皮
く
存
じ
ま
す
。

の
困
難
が
あ
っ
た
が
、
継
続
さ
れ
て
学
生

-

何
卒
御
佼
同
下
さ
る
よ
う
切
に
お
願
い

の
発
病
率
は
減
少
し
て
休
学
、
死
亡
率
は

一
い
た
し
ま
す
。

低
下
し
て

、誠
に
悦
ぶ
可
き
結
果
を
見
た
。

一

東
京
都
川
児
以
柿
ノ
木
坂

一一

ぃハ

こ
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
集
団
検
診
は
、
京

一

屯
ぷ
(
ヒ
一
じ
)
五
二
二
八

京
歯
科
が
此
界
の
冗
祖
で
、
今
日
の
発
注

↑

を
見
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
。

一

こ
の
難
事
業
を
達
成
さ
れ
た
問
先
生
も

一

本
年
は
古
稀
を
迎
え
ら
れ
、
現
在
は
国
鉄
一

y-' 

封ニ
× 

× 

良日

〈〉

母
校
来
訪
の
三
氏
に
名
誉
講
師
の
称

一〈〉

第
二
十
九
回
歯
科
医
師
国
家
試
験
の

-

号
を
贈
る

一

合
格
発
表

一

さ
き
ご
ろ
旬
校
を
訪
問
さ
れ
た
左
記
の

一

去
る
同
月
施
行
さ
れ
た
第
二
十
九
川
尚
一

三
氏
に
対
し
、
去
る
五
月
十
五
日
の
全
体
一
科
医
師
国
家
試
験
の
川
如
来
は
、
バ
バ
二
十
一

教
授
会
に
お
い
て
名
誉
講
師
の
称
号
を
則
一
九
日
厚
生
併
に
お
い
て
総
括
審
議
が
行
な
一

る
こ
と
が
可
決
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
称
サ

一
わ
れ
、翌
三
十
日
発
表
さ
れ
た
が
、何
校
本

一

を
則
ら
れ
た
方
々
は
、
凶
独
ザ
l
ル
ラ
ン

一
年
度
卒
業
生
は
一
二
六
名
が
ん
什
防
相
し
た
。

ド
大
学
K
・
フ
イ
ツ
シ
ャ

l
学
長
、
ス
エ
一
〈
〉

本
年
既
父
兄
会
総
会
開
催
さ
る

一

!
日
ア
ン

・
マ
ル
メ
陶
利
大
乍
グ
ス
タ
フ
ソ

一

五
月
二
十
五
日
午
後
二
時
よ
り
母
校
に

ン
教
校
及
び
米
川
尚
科
材
料
研
究
所
J
・
一
於
て
本
年
度
父
兄
会
総
会
が
間
似
さ
れ
、

c
-パ
ッ
フ
エ
ン
パ

l
ガ
l
同
士
の
三
氏

で
あ
る
。

一

な
お
、
こ
の
他
ボ
ン
大
ザ
の

G
・
コ
ル

一

ク
ハ
ウ
ス
山
間
学
部
長
に
も
既
に
名
誉
講
師
一

の

称

号

が

贈

ら

れ

て

い

る

。

一

〈〉

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
歯
科
部
会

一

母
校
に
て
協
議
会
開
催

一

五
月
二
十
九
円
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

↑

ラ
プ
世
界
大
会
の
職
業
別
術
科
部
会
協
議

一

会
は
、
制
江
引
則
一
名
件
数
校
を
委
員
長
と

一

し
て
、
日
本
長
十
日
の
的
利
教
育
機
関
で
あ

一

る
母
校
第
一
講
堂
で
別
限
さ
れ
た
。
国
内

外
会
員
多
数
が
参
集
、
同
際
的
運
営
の
も

一

と
議
事
が
進
行
さ
れ
た
。
終
っ
て
中
央
ホ

一

1
ル
で
懇
親
の
宴
を
催
す
と
共
に
、
母
校
一

諸
教
室
、
診
療
京
の
参
観
が
行
わ
れ
た
。
一

O
第
一

五
四
国
東
京
歯
科
大
学
学
会
開

一

催
さ
る

一

六
月
十
七

U
午
後
一
時
か
ら
、
第
一
五

一

四
同
点
一対
的
科
大
小
学
会
は
、
母
校
第
一

一

及
び
第
二
会
場
に
別
れ
て
五
十
三
題
の
演

一

題
に
つ
い
て
発
表
が
行
な
わ
れ
、
多
数
の

一

会

員

が

来

会

し

た

。

一

× 

× 
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位

~ .x 

領

同4
寸ー

第80号

た
だ
し

忠
君

昭
和
-
一
十
八
年
母

校
子
市
卒
業
。
同
三

b

十
年
母
校
解
剖
学
教

γよ
主
任
上
条
教
授
)

に
研
究
生
と
し
て
入

室
、
同
三
十
三
年
十
月
一
'
日
鹿
児
島
医
科

大
学
教
授
会
(
主
査
大
森
教
佼
)
に
て
学

位
戸
医
学
)
論
文
通
過
戸
昭
和
三
十
三
年
十

一
月
八
日
文
部
大
臣
認
可
)
。
謹
祝
。
(
東

京
都
出
身

・
江
戸
川
区
間
業
、
母
校
非
常

勤
講
師
H
解
刑
学
)

主
論
文
日
本
人
顎
動
脈
の
解
剖
学
的
研

究
(
歯
科
学
報
、
五
十
八
巻
九
号
附
録

昭
和
三
十
三
年
九
月
)

k
h
ら

に

ぎ

回

東京歯科大学問窓会会報

見み

明君

昭和36年 6月25日

し

よ

う

と

合

荘

洛

君

昭
和
二
十
八
年
同
校
山
一
戸
市
平
於
後
、
何

一

校
保
存
学
教
室
(
主
任
杉
山
教
授
)
に
専

一

攻
科
学
生
と
し
て
入
計
。
川

J
f年
四
月

(5) 

夫お
攻イモ校校 君
料 .1じ品目'子日百
学村綴，'~j) 午 11
生名{，下平二
と校教業十
し~ ，長後八
てに( 、年
λ 専主f1:母

|英字いて e

科 、て 入

大 同 {J'室 ・一
学 三 J隣 o ，1~::手::"1 ， 繁h
教イー教そ !ム1./
J受 五段の ，¥.:JJI.. 準品
会五H行後-‘:~...之色
さj:':-1持田・・ ι圃圃助Z
圭二の校へ(校校 君
前月も生 専 主 口 学 昭
島ニと理攻任 l陀部不11
掛 十 に 学 科大外卒二
22日研教学井不|業十
5 鹿究室生教学後八
に児にに と綬教 、年
て烏従お し ) 室 何 回

者

紹

介

よ
り
、
母
校
術
生
学

教
川
市
(
主
代
上
川
教

綬
)
に
移
る
。
岡
三

ト
l
U
4

ド
じ
j
-
ー
を

一
H
V
ノ
E

l

l

J

-

e
l
F
L
」

応
義
塾
大
学
院
学
部

教
授
会
(
主
育
原
'
仏
教
段
)
に
て
乍
位
(
医

学
)
論
文
通
過
(
昭
和
三
十
凶
年
八
月
六

日
文
部
大
臣
認
可
)
o

諸
祝
。
戸
千
葉
以
山

身

・
千
葉
以
長
生
郡
開
業
、
母
校
非
常
勤

講
師
日
衛
生
学
)

主
論
文
鉛
中
が
に
対
す
る
感
受
性
と
上

皮
小
体
機
能
と
の
関
係

(産
業
依
学
維
誌
、

一
巻
二
号
、
昭
和

三
十
四
年
四
月
)

佐さ

藤:

羽は

通Z

賀が

室
。
同
物
理
学
教
室
金
井
昌
邦
教
授
の
指

婦
の
も
と
に
研
究
に
従
事
。
同
三
十
四
年

十
二
月
一
日
東
京
大
学
医
学
部
教
授
会

(
主
査
上
野
教
綬
)
に
て
学
位
(
医
学
)
論

文
通
過
(
昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
一
日

文
部
大
臣
認
可
)
。
謹
祝
。
(
静
岡
県
出
身

・

母
校
講
師
日
補
綴
学
)

主
論
文
歯
牙
に
お
け
る
位
差
の
研
究

(
日
本
法
医
学
雑
誌
、
十
三
巻
五
号
、

昭
和
三
十
四
年
九
月
)

ひ
ろ
む

弘
君

i
昭
和
二
十
八
年
何

h
・
・
校
学
部
卒
業
後
、
母

町一

haaa
校
補
級
学
教
室
(
主

唱
副
刷
任
北
村
教
授
)
に
専

、

岨
圃

攻
科
学
生
と
し
て
入

室
。
母
校
生
理
学
教
室
戸主
任
伊
藤
教
授
)

に
て
研
究
に
従
事
。
同
三
十
五
年
二
月
三

日
神
戸
疾
科
大
学
教
授
会

(主
査
須
田
教

授
)
に
て
学
位

(医
学
)
論
文
通
過
(
昭

和
三
卜
五
年
三
月
二
十
二
日
文
部
大
臣
認

可
J
o

議
祝
。
F

東
京
都
出
身

・
母
校
講
師

H
柿

州
判
的
「
)

主
論
文
調
音
時
の
下
顎
運
動
に
関
す
る

研
究
(
歯
利
予
報
、
六
十
巻
十
二
号
、

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
)

関1

根ね

倉i

学
位
(医
学
)
論
文
通
過

(
昭
和
三
十
六
年

一
月
十
二
日
文
部
大
臣
認
可
)
。
謹
祝
。
(
品

取
県
出
身

・
母
校
講
師
H
口
腔
外
科
学
(

主
論
文
好
酸
球
数
の
変
動
か
ら
み
た
円

腔
内
手
術
(
抜
歯
」
の
侵
峡
皮
(
悩
科
学

報
、
六
イ
巻
七
号
、
昭
和
三
十
五
年
七

月
)

ヘ
以
上
昭
和
二
十
八
年
卒
業
級
会
一
期
J

/
会

庶

務

係

記

¥
い
ち一

君
a

昭
和
二
卜
三
年
目
円

}
校
卒
。
同
二
十
七
年

刷
開
業
し
、
同
三
卜

一

邑
年
じ
月
深
間
英
則
博

・
士
の
紹
介
で
私
の
府

垣
研
究
所
に
入
所
。
私
の
指
導
で
主
と
し

て
小
児
歯
科
を
中
心
と
す
る
テ
!
?
に
つ

い
て
研
究
を
続
け
た
。
予
て
提
山
中
の
学

位
論
文
は
、
同
三
十
四
年
六
月
八
日
の
慶

大
医
学
部
教
授
会
に
て
草
間
良
川
刀
教
佼
主

査
の
下、

満
場
一
致
通
過
し
、
越
て
同
年

九
月
十
八
日
付
栄
あ
る
医
学
博
士
の
学
位

記
が
授
与
さ
れ
た
。
新
博
士
は
中
野
区
鷺

宮
三
ノ
一
五
に
住
み
、
診
療
所
は
世
田
谷

区
新
町
一
ノ
一
=
二
で
あ
る
。
茂
子
夫
人

と
の
聞
に
三
男
が
あ
る
。
毎
週
火
木
土
の

研
究
自
に
は
駿
河
合
の
お
極
研
究
所
に
て

研
究
を
続
行
す
る
と
い
っ
た
真
撃
な
る
学

究
者
で
あ
る
。
慶
祝
。
(
岩
恒
宏
記
ν

主
論
文
断
食
寸
前
動
性
試
験
特
に
ス
ナ
イ

ダ

l
テ
ス
ト
の
臨
床
的
応
用
価
制
批
判

(
岩
厄
一
研
究
所
年
報
、
十
三
、
イ
凶
サ
、

昭
和
三
イ
五
年
」
l
H片
)

石t

井い

Ii:l:t 

白t

I ~ 

ひ
さ
し

筒
君

煮
は
一
東
京
山
川
立

十
七
中
を
経
て
昭

和
二
十
四
年
舟
校

を
卒
業
し
、
厳
父

享
氏
の
江
東
区
深

川
住
吉
町
二
ノ
ム
ハ
の
阪
院
で
診
療
に
従
弔

し
て
い
ら
れ
た
が
、
同
二
十
じ
年
寄
同
医

北
砂
町
で
独
立
開
業
中
、
私
の
紺
介
で
母

校
微
生
物
学
教
常
に
入
り
、
米
沢
和
一
教

授
の
指
導
を
う
け
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。

繁
栄
中
の
阪
院
を
閉
鎖
し
研
究
に
専
念
す

る
粍
の
熱
心
家
で
も
あ
る
。
必
雪
の
功
な

り
、
予
て
焼
山
中
の
論
文
は
、
同
二
一
卜
五

年
七
月
一
日
の
束
京
女
子
阪
大
教
一
技
会
に

て
平
野
憲
正
教
段
主
査
の
下
満
場

一
致
通

過
し
、
越
て
八
月
十
三
日
付
栄
あ
る
灰
学

博
士
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
新
博
士

は
三
十
三
才
で
働
き
蜂
り
。
通
子
夫
人
と

の
聞
に
三
女
あ
り
。
現
在
は
厳
父
の
診
療

所
で
活
躍
中
。
股
祝
u

(

大
井
消
詞
記
)

主
論
文
惰
淡
中
結
核
菌
検
査
に
関
す
る

統
計
的
研
究

(n
悦
術
生
川
下
会
雑
誌
、

」1
巻
一
号
、
間
和
三
十
五
年
四
月
)

固た

辺2

ヲc~

子
君

問
和
二
十
一
年
首

¥

，

mで
京
洋
女
子
歯
専

F

卒
。
同
校
附
属
病
院

、

長
、
故
人
交
直
重
氏

γ
の
白
宅
診
療
所
、
三

t
越
診
療
所
に
勤
務
の

傍
ら
本
学
必
井
教
伐
の
研
究
室
に
通
っ
て

お
ら
れ
た
。
同
窓
で
当
教
ゆ
で
山
山
河
の
川
辺

明
同
士
と
川
一
二
|
年
結
Mm
し
、
調
布
市
凶

領
町
二
二
三
の
自
宅
で
刷
業
さ
れ
た
の
を

機
に
夫
罰
と
の
共
川
似
究
の
都
人
口
上
、
松

井
教
同
伐
の
諒
併
を
得
て
当
教
室
に
転
入
さ

れ
た
。
研
究
宅
と
了
女
の
同
と
し
て
の
家

庭
と
の
間
に
あ
っ
て
よ
く
研
的
努
力
さ
れ

た
甲
斐
あ
っ
て
、
予
て
促
山
中
の
論
い
え
ば

同
三
」
l

凶
年
イ
バ
二

1
九
日
の
京
都
府
立

阪
大
教
授
会
に
て
鈴
木
成
美
教
陵
中
十
一
一
作
の

下
満
場

一
致
通
過
し
、
川崎て

1
二
川
九
日

付
栄
あ
る
供
時
寸
博
士
の
学
位
記
が
授
与
さ

れ
た
。
夫
主
揃
つ
て
の
以
博
は
w
l
教
本
山

身
者
で
は
い
出
初
で
あ
る
。
同
町
祝
。

(
米
沢
和
・
じ
)

十
一
論
文
似
食
泊
動
れ
に
関
す
る
制
閉
山
寸

的
研
究
(
京
抑
的
立
医
大
綿
花
、
六
ー

六
巻
五
時

J

、
昭
和
一
二
イ
川
年
・
1
一
川
)



卒
業
一
.
1
U
週
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
一
が
宝
来
な
さ

っ
て
い
ま
す

U

羨
じ
く
も
ま

一
め
て
見
会
で
あ
り
ま
し
た
。

・

各

地

同

窓

会

の

う

ご

き

山

一
ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
区
切
り
の
年

一た
悦
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

一

H
下
は
皆
さ
ん
の
御
協
力
の
下
に
、
記

を
よ
平
い
元
気
で
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
お
一
こ
れ
ら
慶
ば
し
い
反
問
、
こ
の

三
1
h
年

一
念
ア
ル
バ
ム
の
作
成
に
努
力
致
し
て
お
り

一旅
行
談
」
を
ス
ラ
イ
ド
J
V

川
い
て
の
愉
快

一
か
れ
て
は
、
さ
ぞ
か
し
御
満
足
な
こ
と
と

一聞
に
は
、
は
じ
め
一
六
二
名
と
L
に
ま
芯
ま
す
。
引
在
な
お
ア
ル
バ
ム
の
中
込
み
を

愛
知
県
東
三
豊
徳
会
支
部

一

明

ん

で

兄

意

を

表

す

る

次

第

あ

り

ま

す

。

一

を

巣

立

ち

し

た

会

H
の
う
ち
一
一
一
|
一
名
り
な
さ
ら
な
い
方
、
お
写
真
御
送
付
の
な
い

な
お
品
を
聴
必
す
る
。
今
ま
で
い
し
山
分
大
日

J

J

・--7

、

?

一

緑
の
風
撚
る
五
片
ご
十
一
円
、

愛
知
町
一
切
の
川
々
か
ん
、

外
川
旅
刊
の
お
前
を
聞
け
じ
い
仁
川
刻
印
れ
日
立
川
一
村
町
十
日
刊
一
一
山
内
山
口
川
れ
ト
一
日
川
町
リ
ド
ハ
斗
一
一
叶
一
打
開
刊

に
於
い
て
は
、
以
下
に
名
い
い
川
い
絶
以
の
J
一
L
た
カ
矢
弘
夫
々
に

whお
初
出
火
で
引
火
小
さ
、

、
i

l

t

一

l

l

l

L

立
公
凶
新
械
市
桜
山
川
公
園
の
「
万
祭
」

U

れ
て
U
W
ら
れ
る
か
ら
、
興
味
は
っ
き
な
い
は
し
わ
せ
ぺ
川
間
一
一
り
の
信
刈
と
口
一
籍
に
入
ら
れ
た
こ
と
は
痛
惜
に
川
パ
、

で
も
ア
ル
バ
ム
を
少
し
で
も
立
派
な
も
の

於
い
て
、
定
時
総
会
を
州
い
た
。
一
も
の
で
あ
る
。
で
ど
よ
り
も
川
1
1
分
も
お

y
uノ

z
bカ
り
j
て

も

で

丈

苦

し

-
m怖
く
哀
性
の
意
を
表
し
て
、
会
E
1
1
い
と
に
す
る
た
め
御
家
族
お
揃
い
の
お
写
真
を

!
日
↓
リ
ミ
ー
く
も
ま
た
楽
し
い
生
涯
に
二
以
と
な
い
忽
一
と
も
に
こ
れ
ら
諸
君
の
御
ぱ
(
招
か
土

ー一いり

是
非
お
送
り
闘
い
皮
く
存
じ
ま
す

こ
の
日
昨
夜
来
の
肘
は
多
少
残
り
心
配
そ
く
な

っ
た
。
大
日
土
版

U
7
4

何

方

一

{

、

山

多

L

州
問
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
一
致
し
た
い
と
忠
い
ま
す
。

(
A
u
掌
)

一

各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
近
彬

し
て
は
い
た
が
、
対
都
九
日
に
民
合
時
刻
午

一を
虫
求
し
て
い
る
υ

別

去

に

仕

ば

さ

れ

て

一

一

f
だ
dMど
も
は
卒
業
後
間
も
な
く
支
一
私
ど
も
役
員
一
同
は
、
二
ト
五
辿
年
の

一
を
拝
見
す
る
に
つ
け
、
御
家
版
に
閉
ま
れ

後
二
時
頃
か
ら
は
、
雨
も
あ
が
り
、
文
字
い
る
恕
税
会
均
に
移
る

。

一

一

通
り
呑
し
い
新
総
に
包
ま
れ
た
樹
々
の
問
ぷ
道
一
町
一
育
っ
た
お
の
み
が
味
、
っ
「
家
加
イ
変
仁
遭
い
、

引
き
続
い
て
大
東
亜
戦
一
好
機
を
記
念
す
る
ま
ー
と
し
一

J
J
J山
一た
仰
満
悦
な
様
子
の
う
ち
に
も
、
流
石
に

に
あ
る
会
場
「
万
来
」
は
一
際
美
し
い
袋

一括

」
な
い
い
か
な
山
V

長
会
は
、
作
一
地
の
そ
れ
の
災

Mm
に

A
r
i
i…こ
敗
戦
の
変
動
市
一
通
り
、
昨

1
十
一
一
一
一
一
日
の
民
同
日
ノ
戸
川
/
ヱ
一一一

1
年
の
御
門
労
が
窺
オ
れ
る
よ
う
で

で
会
討
を
迎
え
て
く
れ
る
o

会
場
の
窓
か
一
仁
勝
る
と
も
お
と
ら
な
い

h
の

U

を
川
し
く
過
し

d

来
f
f
け
に
何
時
の
回
作
一
当
白
人
は
ま
す
司
五
、
神

楽

以

わ

平

↑あ
り
ま
す
o

ら
の
景
色
、
豊
川
の
清
流
に
奇
巌
を
配
し
一
キ
レ
イ
ド
コ
ロ
の
地
主
洲
一
翌
日
一
引
の
子
に
か
過
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
-
任
に
お
い
て
兄
写
」
人
懇
親
ι戸一ど

J
ペ
似
一
今
や
私
ど
も
は
、
各
山
家
の
れ
と
し

速
く
近
く
に
新
制
の
迫
る
有
様
、
家
並
の
一
胴
丸
み
せ
て
引
き
、
共

処

此

処

に

一

作

ぶ

て

な

り

ま

せ

ん

。

或

は

こ

れ

は

私

だ

け

か

一

一

て

、
殊
に
親
と
し
て
子
供
の
教
育
完
成
の

ギ
ッ
シ
リ
建
並
ぶ
街
の
中
の
弘
前
に
始
終
円

の
に
ν
び
や
か
な
川
の
市
が
咲
い
て
、
そ

も

知

ら

な

い

が

。

一

一

た

め

史

資

が

あ

り

、
こ
れ
は
今
後
に
絞
く

す
る
会
孔
夫
々
に
、
こ
の
と
き
だ
け
で
も
一
の
川
を
美
妓
の
お
町
全
く
「
同
窓
の
只
今
日
、
鹿
嶋
会
々
員
の
皆
さ
ん
は
、

所一

一わ
け
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
た
と
え
川

ど
ん
な
に
か
爽
快
な
気
分
合
ー
味
っ
た
こ
と
一
間
こ
こ
に
め
り
」
と
い
う
べ
き
か
。
キ
一
得
て
の
開
業
に
、
勤
務
に
、
確
固
不
抜

一

一

気

に

ま

か

せ
て
体
を
何
班
し
で
も
、
比
較

だ
ろ
、

1

一
最
後
に
同
校
の
発
以
を
祈
念
し
て
、
万
の
地
娘
、
地
位
を
築
か
れ
て
、
ま
た
医
政

一

一

的
平
隠
無
事
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ょ
う

而
、
そ

の

他

い

ろ

い

ろ

な

方

前

に

お

け

る

一

一

ゃ

く

五

十

路

の

.

以

に

向

う

今

日

こ

の

頃

は

地
元
会
員
高
間
敦
託
刀
の
絶
大
な
会
場
ぃ
イ
引
で
閉
会
と
す
る
u

午
後
じ
時
ω

一

一

設
科
の
努
力
と
、

お
ま
る
細
心
の
配
慮
一
当
日
喜
一
一
川
次
の
通
り
、

W
J
Y
川
崎
山
わ
い
れ
れ
げ
す
ほ

H
2

一
月

一

日

日

u
u
J
U
U
M

に

紙

上

を

借

り

て

多

品

す

る

門

川

山

一
、
J

十
川
弘
、
今
泉

L
、

A

十

j

J

B

寸

一

一

一

l

l

h

長
そ
の
方
面
の
重
吹
と
し
て
汗
脱
さ
れ
て
ま

一

一

の
年
を
迎
え
る
に
当
っ
て
、
よ
ろ
し
く
円

満
け
の
総
に
陥
る
主
か
な
い
虚
チ
、
こ
ん
一
コ
ロ
民
、
向
本
山
川
和
十
本
川
町
災
必
、

b
d

止

一

一

な
句
が
泌
々
味
え
る
九
九
か
し
た
、
会
は
引
一
イ
川
、
悶
羽
川
」
夫
、

μ民
H
H

ハ

、
伊
勝
寿
ら
れ
る
こ
と
は
、

誠
げ
い
皮
到
の
至
り
に
存

一

÷

問
自
符
の
上
、
一
層
の
忠
弘
白
ず
い
れ
を
似
つ

通
り
曽
町
会
長
の
拶
扶
か
ら
始
ま
り
、
庶

久

、
伊
勝
利
、
山
本
保
市
、
藤
川
明
日
切
初
、

じ
ま
す
o

ま

た

会

員

ヰ

に

は

私

学

博

士

の

一

↑

て

、
ま
ず
は
御
家
放
の
た
め
、
木
会
の
た

務
会
計
の
報
告
、
則
的
の

一
部
改
正
、

γ
一£
l
ド
刊
、
太
山
俊
刷
、
加
藤

E
t
西
J

学
位
記
を
所
布
す
る
者
ニ
イ
六
名
の
多
数

一め
、
延
い
て
は
歯
科
界
の
発
展
の
た
め
に

度
役
員
任
期
満
期
と
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
秀
祐
、
内
沼
孝
犬
、
附
川
ぺ
、l
川
川
孜
副
を
か
ぞ
え
る
こ
と
は
、
こ
の
間
に
学
会
に

一
末
永
が
く
、
御
健
勝
で
御
尽
一
粁
一
卜
さ
ら
ん

を
計
り
再
任
を
可
決
し
て
、
全
役
此
留
任
太
川
正
雄
、
山
本
一
成
、
鈴
木
机
火
、
以
釘
献
し
た
証
左
で
、
こ
れ
は
本
会
の
誇
り

一

一

こ
と
切
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
な
お

で
め
で
た
く
議
事
終
了
。
引
続
き
、
監
昨
刷
所
定

M
、
何
卜
山
川
、
神
山
火
犬
、
辻
村
で
も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
二

十

五

年

一

一

文

末

で

は

あ

り

ま

す

が

応

京

判

雌

れ

(

安

網
太
専
務
池
上
元
ぃ
朴
氏
の

「来日
附
ア
ジ
ア
持
夫
、
山
本
卓
、
平
野
杓
(
必
以
式
記
)
と
い
う
放
H
川は
、
当
時
生
ま
れ
た
子
供
が一

一
知
県
名
古
民
市
京
区
徳
川
町
五
の
三
じ
)

六

年

制

の

大

学

を

卒

業

す

る

年

令

に

な

る

江

部

悌

一

君

(山
形
県
鶴
岡
市
五
日
町

一

関
係
も
あ
っ
て
、
こ
こ
一
一
一
二
年
前
よ
り
母

O
Oの一
)
の
お
二
人
が
永
ら
く
御
病
気

μ

ク

ラ

ス

会

便

り

…

一校
の
入
試
受
験
が
目
立

っ

て

ま

い

り

ま

し

中

と

の

こ
と
最
近
伺
い
ま
し
た
か
ら
、
本

た

。

現

在

ま

で

三

十

名

の

会

員

各

位

の

御

紙

を

お

借

り

し

て

お

知

ら

せ

致

し

ま

す

。

鹿

鳴

会

一
日
々
何
に
か
と
御
多
忙
な
こ
と
と
存
じ
ま

一
子
息
、
御
息
女
が
入
学
さ
れ
、
既
に
昨
年

両

君

は

じ

め

御

家

族

の

方

々

に

は

さ

ぞ

お

鹿
鳴
会
々
民
の
皆
さ
ん
、
公
私
と
も
に

一
す
。
私
ど
も
も
い
よ
い
よ
本
年
を
も
っ
て

一
は
宇
佐
美
君
、
本
年
は
桑
名
君
の
御
子

息

囚

り

の

こ

と

と

深

く

御

同

情

を

申

し

上
げ
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同
る
と
時
に
一
日
も
早
く
御
元
気
に
な
ら

れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
致
し
ま
す
。

祝
賀
会
出
席
者
(
四
十
一
名
)

網
助
一

、
佐
藤
邦
章
、
前
田
忠
蔵
(
北
海

道
)
、
岩
沼
至
、
高
橋
八
十
吉

(山
形

J

、

藤
井
立
吾
(広
島
て
横
山
国
蔵
r
福
島

J

、

市
川
潔
戸
愛
知
〕
、
高
木
重
雄
戸
蚊
勾
)
、
朝

浪
惣
一

、
河
村
三
省
(
静
岡
d

、
鈴
木
義
一

吉
岡
敏
雄
戸新
潟
}
、
望
月
民
部
戸
山
梨
)
、

上
野
昭
、
竹
村
苔
次
郎
F

茨
城

J

、
宇
佐
美

尚
宣
戸
神
奈
川
)
、
平
野
実
、
中
村
虎
雄
、

茂
木
正
男
(
千
梨
〕
、
阿
保
存
じ
郎
、
伊
丹

一
男
、
小
野
武
夫
、
岡
本
伝
、
笠
井
久
之

木
村
吉
太
郎
、
桑
名
真
幸
、
後
藤
和
光
、

高
木
ド
二
郎
、
川
小山一小
、
中
村
保
夫
、
西

国
福
ヒ
、
日

栄

、
藤
尾
木
好
、
文
屋
賀

州
郎
、
松
本
正

一
、
松
本
内
郎
吉
、
地
図

武
夫
、
武
藤
十
郎
、
山
田
有
勝
、
脇
屋
和

夫

(

木

村

吉

太

郎

記

)

東京歯科大学同窓会会報

燦

志
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ZJ; 

昨
年
の
同
窓
会
(
十

一
月
六

U
)
の
折

の
ク
ラ
ス
会
に
は
中
井
先
生
を
囲
ん
で
珍

ら
し
い
人
々
が
卒
業
以
業
始
め
の
人
達
を

交
え
て
賑
や
か
に
保
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

は
二
十
週
年
を
迎
え
る
の
で
盛
大
な
集
ま

り
に
し
皮
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
場
は

関
凶
に
す
る
か
関
来
に
な
る
か
未
だ
未
定

で
す
が
若
し
も
関
西
に
な
る
様
で
し
た
ら

今
か
ら
関
西
の
方
述
の
般
の
述
約
(
関
西

方
面
の
方
で
、
今
迄
出
席
出
来
な
か
っ
た

人
達
で
会
場
が
関
西
な
ら
ば
参
加
山
来
る

人
数
・氏
名
)
を
至
急
取
り
縛
め
て
述
絡
し

て
頂
き
度
い
も
の
で
す
。
そ
の
都
合
を
見

計
っ
て
会
場
を
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

閲
凶
の
有
志
の
方
に
お
願
い
し
ま
す
。

尚
先
日
の
各
種
の
貴
重
な
口
問
を
お
土
産

と
し
て
迷
来
の
方
に
お
送
り
す
る
筈
で
し

第80号{7) 

一
志
会
の
皆
さ
ん
、
早
い
も
の
で
、
今

年
の
秋
で
卒
業
満

l
九
年
に
な
り
ま
す
。

一

共
の
後
も
お
変
り
な
く
、
御
活
躍
の
こ

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
来
年
の
秋
に
は
、

一
と
と
存
じ
ま
す
。
先
般
、
御
一
辺
絡
致
し
ま

満
二
十
週
年
の
記
念
祝
賀
会
を
盛
大
に
問

一
し
た
森
本
俊
右
の
助
教
授
昇
任
祝
い
を
予

催
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

一
ヶ
年

一定
通
り
六
月
寸
八
日
、
銀
座
ス
エ
ヒ
ロ
に

な
ん
か
、
ぼ
や
ぼ
や
し
て
い
る
う
ち
に
、

一
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
参
集
せ
る
も
の
三

す
ぐ
た
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
そ
ろ
そ

一十
三
人
、
中
村
保
夫
先
生
も
お
い
で
下
さ

ろ
今
年
の
う
ち
か
ら
準
備
を
し
て
お
か
ね
一
り
、
甚
だ
盛
会
で
し
た
。

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ん

一

そ
の
折
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
恒
例

な
意
味
で
、
今
年
の
秋
の
総
会
は
、
祝
賀

一
の
級
会
の
こ
と
も
話
題
と
な
り
、
地
方
会

会
の
準
備
会
と
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と

一
員
の
意
見
も
披
露
さ
れ
、

一
応
、
今
年
度

思
い
ま
す
。

一
は
、
東
京
に
お
い
て
、
十
一
月
初
旬
に
開

準
備
上
で
最
も
大
切
な
名
簿
の
整
理
を
一
催
、
詳
細
は
幹
事
一
任
と
い
う
こ
と
に
決

ま
ず
始
め
る
つ
も
り
で
す
。
こ
れ
が
な
か

一定
し
ま
し
た
。

た
が
之
は
本
年
の
出
席
者
に
持
参
致
し
度

い
と
思
い
ま
す
。

先
日
の
元
気
な
顔
ぶ
れ
を
紙
上
を
借
り

て
全
国
の
ク
ラ
ス
の
方
達
に
御
紹
介
致
し

ま
す
。

(高
宮

・
天
野

・
山
本
・
久
松

・

浜
松
記
)

志

4
一品

な
か
大
変
な
仕
事
で
す
。
幹
事
の
方
に
あ

る
名
簿
も
、
そ
の
後
の
住
所
の
異
動
な
ど

判
然
と
し
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

と
り
あ
え
ず
、
今
年
中
に
ガ
リ
版
に
で
も

し
て
お
送
り
し
ま
ず
か
ら
、
誤
り
ゃ
、
記

載
洩
れ
に
お
気
付
の
方
は
、
お
知
ら
せ
願

っ
て
、
完
全
な
も
の
を
来
年
早
々
作
製
、

配
布
し
た
い
考
え
で
す
。
よ
ろ
し
く
御
協

力
下
さ
る
よ
う
お
刷
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
開
催
地
ゃ
、
方
法
、
そ
の
他
に

つ
い
て
も
お
知
恵
を
拝
借
し
た
い
も
の
で

す
。
是
非
ご
怠
見
な
ど
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

今
年
の
秋
の
総
会
は
、
東
京
か
、
名
古
屋

あ
た
り
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
。

な
お
、
昨
年
の
総
会
で
長
ら
く
幹
事
長

を
や
っ
て
下
さ
っ
た
児
玉
君
に
変
っ
て
田

熊
剰
が
幹
事
長
を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
幹
事
は
、
学
校
ぶ
い
る
鵜
後
君
、
上

条
君
、
長
谷
川
別
、
渡
辺
剥
が
引
続
い
て

お
世
話
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
志

会
の
述
絡
は
、
保
存
学
教
室
の
渡
辺
富
士

夫
沼
宛
に
お
似
い
し
ま
す
。

4
2
 

と

め
で
た
し
、
め
で
た
し
。

(
明
楽
記
)

期

..0.. 
ZJ; 

〈
〉
穆
陶
し
い
梅
雨
期
に
入
り
ま
し
た
が
、

皆
様
に
は
い
か
が
御
過
し
で
し

ょ
う
か
。

先
日
、
東
歯
学
会

(六
月
十
七
日
)
で
級

友
徳
原
百
円
兄
及
び
原
陽
兄
に
お
会
い

し
ま
し
た
。
御
両
人
共
二

1
三
年
振
り
で

御
元
気
な
顔
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
原
兄
は
、
昨
年
御
尊
父
の
御
逝
去

に
も
め
げ
ず
、
す
っ
か
り
元
気
に
、
体
格

も
立
派
に
な
ら
れ
、
群
馬
県
で
公
私
共
に

活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

地
方
の
一
期
生
各
兄
に
は
、
御
上
京
の
折

是
非
一
期
会
へ
御
立
寄
り
下
さ
れ
、
近
況

等
御
話
し
下
さ
れ
れ
ば
、
甚
だ
幸
で
す

0

0
東
京
医
歯
大
大
学
院
歯
学
研
究
科
を
終

え
て
、
昭
和
三
十
二
年
六
月
か
ら
同
大
学

小
児
歯
科
学
教
室
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
黒

須

一
夫
凡
は
、
本
年
三
月
三
十
一
日
付
で

同
大
学
を
辞
し
、
今
回
名
古
屋
市
に
新
設

さ
れ
た
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
小
児
歯
科

学
教
室
へ
助
教
授
と
し
て
就
任
さ
れ
た
。

山
市
須
兄
の
学
究
意
欲
は
誠
に
止
ま
る
と
こ

ろ
を
知
ら
ず
、
小
児
歯
科
学
と
い
う
新
ら

し
い
領
域
に
お
け
る
今
後
の
御
活
躍
を
、

心
か
ら
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

。
母
校
卒
業
後
し
ば
ら
く
保
存
学
教
室
に

在
室
、
そ
の
後
放
射
線
学
教
室
に
移
ら
れ

て
か
ら
今
H
ま
で
、
級
友
金
井
良
雄
兄
と

共
に
放
射
線
学
の
研
究
、
学
生
教
育
、
患

者
診
療
に
活
躍
さ
れ
て
き
た
北
村
桁
朗
兄

は
、
去
る
五
月
末
で

一
応
講
師
の
職
を
辞

任
さ
れ
、
新
潟
県
の
自
宅
に
て
開
業
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
専
任
教
員
と
し

て
永
年
共
々
に
母
校
の
た
め
苦
行
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
兄
の
退
陣
に
は
誠
に
心
か
ら

の
寂
し
さ
を
お
ぼ
え
ま
す
。
何
卒
今
後
も

御
元
気
で
御
活
躍
あ
ら
ん
こ
と
を
御
祈
り

申
し
ま
す
。

。
今
回
、
東
京
都
社
会
保
険
支
払
基
金
専

任
審
査
員
と
し
て
、
母
校
側
か
ら
級
友
倉

繁
準
之
助
兄
が
こ
の
要
務
に
た
づ
さ
わ
る

よ
う
去
る
六
月
一
月
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
の
保
険
問
題
で
い
ろ
い
ろ
と
解
釈
、

取
扱
に
苦
し
む
ケ
1
ス
が
あ
る
こ
と
と
問
。

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
時
に
は
倉
繁
兄

に
御
教
え
願
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
一
期
会
と
し
て
も
御
同
疫
に
た
え
ま
せ

ん
。
と
う
ぞ
よ
ろ
し
く
、
今
後
の
御
活
躍

の
程
を
。
(
六
月
二
十
日
見
明
記
)

喜

4色、

ZJ; 

...L.. 
ノ、

VU
ひ
ら
く
六
川
に
入
っ
て
育
葉
は
茂
り

あ
ち
こ
ち
の
山
聞
き
、
プ
ー
ル
聞
き
や
ア

ユ
の
解
禁
な
ど
が
話
題
に
さ
れ
、
決
村
で

は
図
柄
え
が
ま
っ
さ
か
り
で
あ
る
。
六
月

の
声
を
き
く
と
直
ち
に
恒
例
の
ム
シ
パ
予

防
週
間
が
始
ま
り
、
議
泌
に
、
円
腔
診
査

に
、
正
し
い
歯
科
医
学
を
世
間
に

P
R
す

る
よ
い
機
会
で
あ
り
、
ま
た
我
々
の
義
務

で
あ
ろ
う
。

三
陸
沿
岸
地
方
に
火
踏
を
送

っ
た
烈
風
は
国
会
内
に
も
吹
き
ま
く
り
、

医
療
二
法
、
防
衛
二
法
、
政
防
法
と
砂
ぼ

こ
り
を
ふ
り
か
け
て
い
る
。
政
治
意
欲
に

乏
し
か
っ
た
我
々
も
内
外
の
情
勢
を
冷
静

に
見
つ
め
、
従
来
の
歯
科
侠
療
と
い
う
安

定
し
た
航
路
の
曲
り
角
に
さ
し
か
か
り
、

ま
た
そ
れ
が
政
ら
れ
て
ゆ
く
危
険
性
に
一

考
を
一
決
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

我
々
六
喜
会
は
結
成
以
来
四
年
川
を
む

か
え
る
が
、
他
の
同
期
会
よ
り
山
席
率
が

一
段
と
高
い
の
は
、
幹
事
と
し
て
非
常
に

う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
第
一
阿
会
報
は

病
理
学
教
室
の
校
若
の
熱
心
な
編
集
に
よ



(8) 

り
仰
山
下
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
報

に
対
す
る
諸
君
の
怠
比
希
望
を
御
知
ら
せ

闘
え
れ
ば
幸
甚
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
充
実

し
た
も
の
に
な
る
と
芯
う
。

今
秋
の
年
次
大
会
を
前
に
、
い
か
に
し

た
ら
旧
交
を
短
時
間
内
に
最
大
限
に
温
め

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
況
な
与
慮
中
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
諸
お
の
処
設
的
な

意
見
を
待
ち
企
州
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
よ
ろ
し
く
各
地
区
ご
と

に
代
表
者
を
岡
山
択
し
、
学
内
学
外
の
交
流

を
深
め
る
と
同
時
に
、
年
次
大
会
に
地
方

色
を
お
お
い
に
含
め
た
い
と
思
う
。

三
年
後
哉
の
川
氷
川
験
の
ん
け
符
噂
が
、

総
雨
に
し
め
っ
た
校
合
に
流
れ
て
い
る
。

孜
々
の
卒
業
の
時
に
は
一
年
坊
主
だ
っ
た

彼
ら
で
あ
る
。
孜
々
に
は
い
本
米
凶
と
し
て

し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
宇
山
旅
行
が
成

巧
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
時
間
の
流
れ
を

承
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
新
し
い

阪
療
、
教
育
、
政
治
で
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と

し
て
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
年
令
層
に
、
す

で
に
我
々
は
立
た
さ
れ
て
い
る
。

日定
非
と

も
学
内
九
千
外
の
述
絡
を
緊
宿
に
図
り
、
正

し
い
観
念
の

m併
と
倣
山
崎
を
阿
ろ
う
。

ぃ
ハ
存
会
幹
事
一
同

第80号東京歯科大学同窓会会報
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暑
く
な
っ
て
米
ま
し
た
が
、
地
々
お
元

気
の
事
と
存
じ
お
慶
び
中
し
上
げ
ま
す
。

御
存
知
の
事
と
は
思
い
ま
す
が
、
我
々

の
同
級
生
に
お
日
山
た
い
ポ
が
有
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

去
る
六
月
十
一
H
午
前
九
時
、
羽
田
発

日
航
ジ
ェ
ッ
ト
機
、
んけ
川
ヒ
サ
で
、
補
州
制
部

助
手
、
青
木
君
が
渡
米
い
た
し
ま
し
た
。

ニュ

ー
ヨ
ー
ク
州
バ
ッ
フ
ァ
ロ

l
大
学
へ

二
年
間
留
学
す
る
そ
う
で
す
。
米
歯
補
叫帆

の
方
は
休
職
に
な
り
ま
す
が
、
青
木
君
ら

し
く
て
出
こ
ば
し
い
事
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
先
日
万
.
川
ニ
イ
じ
日
(
土
}
病
院

地
下
の
ク
ラ
ブ
室
で
、
青
木
れ
の
歓
送
を

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
旧
A
ク
ラ
ス
の
人

で
束
京
及
び
附
近
に
在
住
の
方
が
、
約
二

十
人
集
ま
り
ま
し
た
。
会
貨
の
一
部
で
記

念
品
に
当
て
ま
し
た

Q

他
の
方
に
も
御
出

席
頂
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
都
合
で
皆

さ
ん
に
は
述
絡
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
留

学
先
は
左
記
の
通
り
で
す
。

。
門
広
三
o
c
〉
o
E

H
，o

E
H
丁
目
口
町
明
。
=
o
d
〈
E
H
J
o
c
己
M
D
ι
D
ロ・

22・

JH，
y
o
C
E
〈
・
。
『
回
三
宮
一o∞円『0・

。一O『ι。ロ門戸ω円同日
、・
∞
え
『
O
一
O
H串
L
4
0毛

ペ
R
F
f
c
・
ω
・
〉
・

我
々
の
ク
ラ
ス
か
ら
続
い
て
海
外
に
発

展
な
さ
る
方
の
多
い
事
を
期
待
し
ま
す
。

次
に
八
紫
会
の
方
で
す
が
、
昨
年
会
則

の
作
成
を
決
め
ま
し
た
が
、
草
案
が
出
来

ま
し
た
。
更
に
良
く
考
え
て
、
次
の
集
ま

り
に
は
決
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
森
川
記
)

九

会

(
似
称
)

期

川
家
試
験
の
発
表
も
終
り
漸
く
安
附
し

た
事
と
思
い
ま
す
。
ヌ
速
の
悪
か
っ
た
人

迷
も
秋
に
は
大
丈
夫
と
思
い
ま
す
。

先
日

(
詳
し
く
は
六
月
イ
日
)
木
村
先

生
、佐
藤
先
生
に
立
会

っ
て
頂
き
会
計
f

第

九
期
卒
業
生
に
関
す
る
全
て
の
会
計
)
を

監
査
、
承
認
し
て
頂
き
ま
し
た
。
追
っ
て

通
知
が
(
決
算
報
告
の
事
で
す
)
手
許
に

行
く
主
と
思
い
ま
す
。
そ
の
折
、
話
が
山
た

事
が
あ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
保
健
診
療
講
習
の
件

こ
れ
は
同
窓
会
の
方
で
今
期
卒
業
生
に

対
し
所
謂
保
険
診
療
に
対
す
る
そ
の
や
り

方
、
心
得
等
を
伝
授
し
て
下
さ
る
と
の
事

で
後
日
そ
の
通
知
が
行
く
と
忠
い
ま
す
。

成
る
べ
く
出
ら
れ
る
方
は
出
席
し
た
方
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
今
期
ぃ
午
業
小
の
集
り
の
件

日
学
業
し
て
し
ま
え
ば
仲
々
会
え
な
い
状

態
に
あ
る
技
々
が
、
般
の
つ
な
が
り
と
い

う
も
の
を
堅
く
し
て
お
い
た
方
が
何
に
つ

け
便
利
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
も
う
既
に
旧
A
B
C
各
ク
ラ
ス
会

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
株
で
す
が
そ
の
相
互

の
述
絡
機
関
或
は
そ
の
総
本
締
と
な
る
機

関
を
作
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

忠
い
ま
す
。
そ
こ
で
そ
の
段
取
り
を
旧
ク

ラ
ス
委
長
が
や
り
そ
れ
か
ら
十
一
月
の
学

会
の
あ
た
り
に
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
貰
っ

て
発
足
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
す
。
如
何

で
す
か
。

X
併
に
述
給
し
た
い
事
又
は
知
っ
て
貰

い
た
い
ん
平
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
東
歯
大

薬
理
学
教
室
の
伊
藤
迄
お
知
ら
せ
下
さ
い

こ
の
同
窓
会
報
を
利
用
出
来
ま
ず
か
ら
。

現
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も
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披
近
図
持
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附
入
し
た
専
門
書
の

一
部
で
す
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の
リ
ス
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逐
次
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鉱
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。
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